


久松山周辺は歩いて回れる公園・庭園・神社から、博物館等の施設も充実しております。その一部を少しご紹介させて頂きますが、是非皆様ご自身

で新たな「因幡発見！」をして見てください。本日の清掃活動や発見が、私たち市民の手で因幡の町を輝かせる一助になることを願っております。

①鳥取城跡

鳥取城は戦国時代の中頃（天文年間）にこの自然地形を利用した「
山上ノ丸」と中心とした「山城」として築かれたことに始まり、ま
た関ヶ原の戦い以後は「山下ノ丸」を大きく拡張整備された「近世

城郭」として大改造が行われた。
このように中世山城的性格と近世的城郭遺構が併存しており、日本
城郭史上でも類例の少ない城跡として国の史跡にも指定されている

。
現在見られる二の丸城跡などは近世城郭の時代に整備されたもので
あり、元禄五年（１６９２年）に山上ノ丸の天守櫓（てんしゅやぐ
ら）が焼失したのちは「三階櫓（さんかいやぐら）」が鳥取城の象

徴となった。
明治維新後、城郭は陸軍省の所轄となり、明治十二年までに城郭す

べての建物は撤去された。

＜ピックアップ＞

１.城跡内唯一の建物として残る「城門」はお城の門として広く市民
に親しまれていますが、昭和５０年３月に老朽化と強風によって一
度倒壊しております。社団法人鳥取青年会議所は、その年の６月に
開催された中国地区会員大会の記念事業として自ら復旧工事を実施

し、完成されたものが現在残っております。

２.二の丸付近と久松公園は鳥取市の「桜の名所」としても親しまれ

ており、全国の「桜の名所１００選」にも選ばれております。

②久松山登山

山上ノ丸の天守櫓跡へと続く久松山登山は市民の身近なハイキング

コースとして親しまれています。
二の丸から山頂へと登る中坂道（約３０分で山頂へ）と東麗の長田
神社から山頂へと登る長田道の２本の登山道があります。山頂から
は鳥取市街地、湖山池、鳥取砂丘、日本海などが眺めることが出来

ます。

③鳥取県立博物館

県民の教育及び文化の発展に寄与するための施設として、昭和４７年１０月１日に開
館した総合博物館です。１階の「地学・生物」「歴史・民俗」「美術」の常設展示の
他、特別展や催物展（企画展）を各年数回の開催や、講演会・講座・見学会などの教

育普及活動を実施しています。

●開館時間：午前９時～午後５時 ●休館日：毎週月曜日（祝日の場合は翌日）　●入館料：常設
展１８０円（企画展は別途必要）　●住所：鳥取市東町２－１２４ ●電話：０８５７－２６－８

０４２

④わらべ館

わらべ館は子どものうたとおもちゃをテーマに、遊びの文化性の着目してつくられた
施設です。「童謡の部屋」と「おもちゃの部屋」からなっており、全国で初めて県と
市が力を合わせてつくった複合文化施設です。また旧県立鳥取図書館の外観を復元し
た復元棟や、外のテラスから見ることが出来るカラクリ時計も市民から親しまれてお

ります。

●開館時間：午前９時～午後５時 ●休館日：毎月第３水曜日（祝日の場合は翌日）

●入館料：一般５００円 ●住所：鳥取市西町３－２０２ ●電話：０８５７－２２－７０７０

⑤樗谿(おうちだに)公園・やまびこ館（鳥取市歴史博物館）

樗(あふち)の木があったことからの由縁と言われる樗(おうち)谿公園は、環境庁の「
ふるさと生き物の里」にも認定されるなど自然に恵まれた公園となっています。最近

ではホタル鑑賞（６月）が出来ることでも知られております。
隣接する「やまびこ館」は、郷土の歴史や風土について紹介する博物館です。CGを
使って再現した鳥取城二の丸御殿を散策する「鳥取城シアター」など、体験型の展示

方法が特徴でもあります。

＜やまびこ館 情報＞

●開館時間：午前９時～午後５時 ●休館日：毎週月曜日（祝日の場合は翌日）

●入館料：一般５００円 ●住所：鳥取市上町８８ ●電話：０８５７－２３－２１４０
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